
～宜野湾市平和大使育成事業～
宜野湾市では、平和の大切さを次世代へ継承できる人材育成を目的とした

「宜野湾市平和大使育成事業」に取り組んでいます。
令和７年度は、市内中学生８名と青年層１名の計９名を宜野湾市平和大使に任命しました。
今回、県内で行った事前研修と、広島県・山口県での県外派遣研修の様子をご紹介します。

❶館長の解説を聞く平和大使

❹広島原爆ドーム

❸フトゥキアブ洞窟体験（西普天間）❷朗読レクチャー

事前研修

県外派遣研修

問合せ：市民協働課　☎893-4119　

　８月４日～７日の４日間、宜野湾市平和大使を被爆地「広島」と、空襲の地「岩国市」へ派遣しました。  
　８月５日は、安田女子大学の平和ガイドのもと原爆ドームや平和記念資料館を見学したほか、原爆投下時の広島
の状況をVRゴーグルで疑似体験し、一瞬にして平和が破壊された原爆の実相を学びました。午後は、全国の青少年
とともにヒロシマ青少年平和の集いに参加し、「今、平和ではない状態とはどのようなことがありますか。それはど
うしたら解決できますか」などのテーマのもと話し合い、交流を深めました。
　８月６日の「平和記念式典」では、核兵器の廃絶と恒久平和の実現に向け、平和の輪を世界中に広げていくことを
誓い黙とうを捧げました。また、翌７日にかけて山口県岩国市にて岩国空襲について学びました。爆弾投下中心地の
碑の見学や、錦帯橋について学ぶなど、これまで知ることのなかった各地の歴史に触れる貴重な機会となりました。
　今後、平和大使は、事前研修や県外派遣研修で学んだことを、各中学校や市平和イベントで報告する予定です。

❺全国の青少年と平和について話し合う ❻岩国空襲について学習

　株式会社うなぁ沖縄さまご協力のもと、７月24日・25日、
８月25日の３日間にわたり、沖縄戦について学習しました。
７月24日は、市立博物館長より、戦前の自然豊かな様子や、
宜野湾の戦争被害、普天間飛行場の建設が始まる様子などに
ついて学びました。その後、東京の千代田区平和使節団の皆
さまと「戦争と米軍基地」や「宜野湾市の昔と今」などのテ
ーマに分かれ、意見交換を行いました。
　翌25日は、佐喜眞美術館を見学しました。丸木夫妻が描い
た沖縄戦の図を見学し、沖縄戦の悲惨さについて学びを深め
ました。その後、RBCの仲村美涼アナウンサーより、新しい
平和継承の形として「朗読」のレクチャーがあり、宜野湾の
戦中・戦後の証言を通して、朗読の表現
方法について学びました。
　８月25日は、沖縄戦当時、日本軍と
米軍による激しい戦闘が繰り広げられた
嘉数高台や、戦中、地元の方々が避難し
ていたフトゥキアブ洞窟（西普天間）を
見学しました。午後は、広島の山陽女学園
高等部の皆さまと「私たちが思う平和」に
ついて話し合い、平和について考える時間
を共有することができました。
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号
月ぎのわん りよだ協社 りよだ協社

令和7年10月10日発行
チュイシージーの心で創る福祉のまち

　本会では企業の看板広告掲出を行い、広告料を地域福祉活動へ役立てて
います。現在、宜野湾ガス株式会社様、長浜モーター有限会社様にご協力いた
だいていますが、９月より新たに“オールスター株式会社”様の看板広告を掲
出しております。ご協力ありがとうございます。
　１枠を現在募集していますので、お気軽にお問い合わせください！

　本年度も「新入学のこどもたちを応援しよう」をテーマに沖銀Smart
キラ☆キラ新入学募金を開設しました。
　この募金は、宜野湾市の小学校・中学校へ入学される非課税世帯の
子どもたちへ、学用品等を準備するための助成金となります。昨年度は、
66名に助成を行いました。子どもたちの夢の実現のため、募金への
ご協力をお願いします。
※アプリ募金については、最寄りの沖縄銀行へお問い合わせください。

(株)沖縄銀行×宜野湾市社協

募金期間：令和７年９月３日(水)～令和８年3月３１日（火）

“キラ☆キラ新入学”
おきぎんスマートアプリ募金を開始します

3 すべての人に健康と福祉を1 貧困をなくそう

看板広告を募集しています！

　皆様から寄せられた募金は、“地域の見守り活動”や“こどもたちの福祉教育”、“ボランティア団体や福祉団体
等の活動への助成”、“生活困窮世帯への支援活動”など地域福祉活動に活用されます。
　共同募金は、誰でもご協力いただけるよう、世帯での“戸別募金”、職場では“職域募金”、企業の社会貢献活動
として“法人募金や店舗前で実施する“街頭募金”または“募金箱設置”等の様々な方法で募金活動を展開いたし
ます、市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
※共同募金の取り組みや配分金事業の詳しい内容は、「はねっと　」で検索下さい。

運動期間：令和７年１０月１日～令和８年３月３１日 今年の目標額：１１,３４７,０００円

令和６年度 赤い羽根ご協力いただきありがとうございました。
募金実績額7,７９６,６７０円

　本市への配分額4,288,169円、3,508,501円は県共同募金会を通して県内の
福祉施設等へ活用されました。

　令和８年度小学校・中学校へ新入学のこどもたちが楽しい学校生活が迎えられるよう経済的
理由から学用品等の準備が厳しい世帯へ助成します。
１．受付期間：令和７年１１月４日（火）～１２月１９日（金）※締切厳守となります
２．助成金額：１０，０００円（こどもひとりに付き / 予定）
３．対　　象：市内に在住の住所 ( 住民票 ) を有する市県民税非課税世帯で経済的に厳しい世帯

で下記に該当する新入学の子ども。
〇令和８年４月に宜野湾市内の小学校・中学校に入学する新 1 年生
〇市外の特別支援学校小学部・中学部に入学する新 1 年生
※但し、生活保護を受給している世帯及び祖父母など親族の支援を受けられる世帯

は対象外とします。
４．申込方法：本会ＨＰよりダウンロードまたは、学校・幼稚園・保育園に配布される申込用紙を、

本会窓口または郵送で申し込み下さい。（締切当日消印有効）
※締め切り後の申請は受付いたし兼ねます。

新入学を迎えるこどもたちへ
準備金助成金のお知らせ

～新入学用品等準備支援助成事業（キラ☆キラ新入学基金）～

寄付者ご芳名（令和7年6月1日～令和7年7月31日）
） 円 ： 位単（

番号 氏　　　名 寄付額 住　　所 備　　考
1
2
3
4
5
6
7
8

光南建設株式会社
匿名
宜野湾市管工事協同組合
新垣　小夜子
新垣　小夜子
匿名
中部商業高等学校情報ビジネス科３年４・５組
ぎのわん歌謡友の会

寄付金
指定寄付：センター建設費用
寄付金
香典返し：故　新垣 義夫（夫）様
寄付金
指定寄付：こどもごはんサポート事業
指定寄付：こどもごはんサポート事業
指定寄付：キラキラ新入学基金

様

様
様
様

様
様

300,000
100,000
100,000
100,000

7,262
10,000
12,905

300,000

宜野湾在
神山在
伊佐在
野嵩在
野嵩在
大山在

我如古在
伊佐在

ぎのわん歌謡友の会　様
（写真左より）実行委員　豊嶋 茂美 様、
髙宮城 キヨ子 様、本会会長　富川盛光、
実行委員　金城 美代子 様

宜野湾市管工事協同組合　様
（写真下段中央）副理事長　照屋 彰 様
（下段左から2番目）本会副会長　米須 清盛

光南建設株式会社　様
（写真中央）代表取締役　津波 克守 様
（写真右）本会副会長 宮城 悦子

よしお

あきら かつもり

きよもり

※同一銀行間窓口での振込手数料は免除です。領収証は、下記の事務局までご連絡下さい。
事務局:沖共募宜野湾市共同募金委員会(市社会福祉協議会内）TEL 098-892-6525

口座振込による
募金受付中

沖縄銀行　宜野湾支店
琉球銀行  宜野湾支店
沖縄海邦銀行　宜野湾支店
沖縄県農業協同組合 宜野湾支店

(普)１４５２６５１
(普)５７０３３８
(普)０５６３７０７
(普)０００９４４２

口座名義　沖共募宜野湾市共同募金委員会　会長　福里 清孝
オキキョウボ ギノワンシ キョウドウ ボキン イインカイ カイチョウ フクサト キヨタカ




